様式第8号(第7条関係)

開発行為許可通知書
　　　桐　指令　　第　　　　　号
住所
氏名

　　　　　　年　　月　　日に申請のあった開発行為は、次の条件をつけて許可する。
　　　　　　　　年　　月　　日
桐生市長　　　　　　　　印
　1　開発区域に含まれる地域の名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　2　開発区域の面積
　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡
　3　予定建築物の用途
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　4　下水の排水によって、その周辺の地域に溢水等による被害が生じないよう適正な維持管理を行うこと。
     なお、公共下水道施設の帰属がある場合、乙は舗装施工前に下水道事業管理者と事前に完了検査を実施しておくこと。
　5　開発区域の工事現場の見やすい場所に、開発許可済の標識を掲示しなければならない。
　6　工事に着手したとき、又は工事が完了したときは、速やかに届け出ること。
　7　次に掲げる工事を施行するときは、施行状況を明らかにした写真等の記録をして、工事完了届出書に添付すること。
　　(1)　擁壁工事
　　(2)　盛土工事(盲排水管の施行状況を含む。)

　　(3)　通路工事(舗装工事開始前の状況を含む。)

＊(1)擁壁工事については、原則として配筋検査を受検すること。
　8　工事を中途で廃止したときは、遅滞なく届け出ること。
　9　許可を受けた者が死亡したときは、相続人は速やかに届け出ること。
　10　開発行為に関する工事を施行する権限を他人に移転したときは、その権限を取得した者は、市長の承認を受けなければならない。
　11　工事完了の公告があるまでの間は、建築物を建築してはならない。
　　　ただし、別途市長の承認を受けたときはこの限りでない。
　12　許可を受けた事項を変更するときは、市長の許可を受けなければならない。
13　官有地との境界付近を施工するときは、管理者と協議して境界を明確にしてから施工すること。また開発区域の境界標（杭）を変化点ごとに設置すること。

14  その他疑義が生じた場合は、甲、乙協議の上決定する。

（その他）工事予定期間は、申請者と工事施行者（予定者含む）で協議を行いつつ、安全に留意し、適正な工期の設定に努めてください。

